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内田 魯庵（１８６８～１９２９） 

 「銷夏日記」にみる平塚                      

                                  
 
 
 
                           ↑『内田魯庵全集 3』ゆまに書房刊より 

 
 １９０４年（明治３７）７月１３日、評論・翻訳・小説家の内田魯庵は、子供の転地療養を医師か

らすすめられ、新橋駅午後１２時３０分発の汽車に乗り友人の所有する沼津の家に一家全員で行くこ

とになる。この時の日記が「銷夏日記」である。ところが、７月８日より台風が紀伊半島に上陸し、

中部地方から佐渡ヶ島西を通り東北、北海道へと通過した。  
さらに、台風通過後の１１～１２日にかけて雷雨・大雨があり、酒匂川、相模川流域での被害が甚大

となる。厚木では４８４ミリ、松田では４２３ミリの雨量を観測し、死者７人、行方不明１人、床上

浸水８７８戸、橋梁流失３３９ヶ所等を記録した。そして、この大雨により東海道線の花水川鉄橋が

傾斜し、平塚大磯間は不通となり、魯庵一家は、平塚駅で下車し、徒歩および乗合馬車にて大磯駅へ

行くことになる。                      
 この作品の中で当時の平塚の様子、特に乗合馬車（落語家・橘家圓太郎が乗合馬車のラッパ音をま

ねしたところ人気を博し、以後乗合馬車のことを「圓太郎馬車」と呼んだ）が駅前に百数十台あるが、

東京のものに比べて乗りごこちが悪いとある。さらに、東海道に面した家は、皆傾斜しており、東海

道線が全通したため、旧平塚宿は、衰退しているとある。       
 以下、「銷夏日記」の一部を掲載します。                         

↑明治 43 年（1910）の平塚停車場『平塚市制４０周年記念誌』 

←天気図 明治３７年７月９日６時 「神奈川の気象百年」 
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 なお、この「銷夏日記」は、後に１９３２年（昭和７）９月斎藤昌三・柳田泉共編による    
「魯庵随筆紙魚繁昌記」（書物展望社）に載録された。                   
 
 次に、当時の新聞「貿易新報」（現、神奈川新聞）にみる台風被害について紹介すると以下のようで

す。                                       
        大磯地方被害の大略                            
                       「貿易新報」明治３７年７月１４日       
    再昨夜七時頃より覆盆の降雨に雷鳴加はり一昨朝迄降続きたるため諸川前日来     
   の増水に一層増し相模川筋中郡太田村字田村の堤防切れ大野村字四ノ宮八幡は一  
   面に家屋田畑浸水し延て平塚町新宿柳町床上五尺位浸水せり其の戸数五十戸床下 
   三十戸西仲町床上廿戸床下十戸新宿床下廿戸小中村は全村浸水豊田村三百戸殆ん 
   ど全村浸水金田村入野凡六十戸浸水同長持四十戸浸水又花水川は東海道を距る上 
   流三町許りの所の堤防四ヶ所切れ古花水川に流れ入り田畑一帯に押し流し為に上 
   平塚全部浸水し又大磯にて一戸流失三戸浸水此等は屋根襖まで浸し居れり平塚町  
   裏通りの田畑へ馬入川流れ入り花水川と流れを一ツにして何れの流界かは判然せ 
   ざる有様にして其れが為め花水川の水勢を増し同川鉄橋ピヤーは一昨午前六時四 
   十分大磯駅発上り列車後れて七時五分発車通過すると同時に東南に一尺三寸餘傾 
   き実に危険を犯して通過せしも其後不通となりたり大磯以西は鈴川まで大磯以東 
   は新橋まで定期時刻の汽車運転あるも大磯平塚間は徒歩するをを要するに依り花 
   水川東の浸水田地の上は一昨日正午より漁船を渡船に用ひて往来し居れり相模川  



   即ち馬入川花水川沿岸の家屋田畑は悉皆浸水し居れり花水川鉄橋の仮工事は如何 
   に取り急ぎても十三日夕刻頃ならでは開通の見込なしと云へり今回の如き水害は     
   四十年以来なき大水なりと                               
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おすすめの本 
『忠臣蔵討ち入りを支えた八人の証言』 

中島 康夫／著 青春出版社 2002 年刊 

 師走の声を聞くと忠臣蔵である。また、今年は、本所松阪町の吉良邸討

ち入りから 300 年にあたる。 

 さて、この本は、元禄 15 年 12 月 15 日の討ち入りに至るまで義士たちを

陰から支えた 8 人について紹介されている。 

 刃傷の取調べにあたり好意的な態度で臨んだ目付・多門伝八郎、義士の

遺児たちの減刑嘆願した内匠頭正室・瑤泉院、義士たちを金銭面で援助し

た商人・綿屋善右衛門など。 

 また本書には、「去年三月匠頭儀…」で始まる討ち入り時の口上書が記載

され、さらに巻末には、四十七士切腹時の年齢、戒名、介錯人の一覧表が

ある。 

 

『旅』2002 年 12 月号 

 この雑誌は、明治 29 年

田原から熱海の海

車鉄道の歴史を交えて紹介している。また類書と

ＪＴＢ 

（1896）小

岸沿いに開通した「豆相人者

鉄道」を特集記事としている。

25.6ｋｍの距離を長さ・高さ

２m、幅 1.5m のトロッコのよ

うな車両に 6～８人乗せ、車

夫 2～3 人が押し進む人力鉄

道である。この人力鉄道は、

明治 41 年（1908）に軽便機関

車に変り大正 11 年（1922）国

鉄熱海線が小田原～真鶴間に

開通し、翌年の関東大震災に

より大正 13 年(1924)3 月この鉄道は、その幕を閉じた。そし

て昭和 9 年（1934）丹那トンネル完成により、熱海線が東海道本線に編入され現代に至る。 

 熱海、湯河原、小田原の豆相三都の町の魅力と人

している 2002 年に「幻の人車鉄道」（伊佐九三四郎／著）が河出書房新社より刊行されている。 



今年もたくさんの皆様に 

ご来場いただきました 
 
第５回を迎えました本のリサイクルフェアが、１０月

３１日（木）に開催され、多くの市民の皆様にご来場い

ただき、盛況のうちに終了いたしました。 
当日は、１，３００人を越える方の入場があり、 
約２１，０００冊の本をお持ち帰りいただきました。 

 
 

年末年始の図書館休館日のお知らせ 

年内は、12 月 28 日まで開館します。新年は、1月 5 日から開館します。 

12/27 12/28 12/29 12/30 12/31  1/1  1/2  1/3  1/4  1/5  1/6  1/7  1/8 

 金  土  日  月  火  水  木  金  土  日  月  火 水 

 ○  ○  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ○ ×  ○  ○ 

○印・・・開館日  ×印・・・休館日 

特別整理期間のお知らせ 

2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27  

 月  火  水  木  金  土  日  月  火  水  木 

中央図書館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 

北図書館 × ○ × × × × × × × × ○ 

西図書館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 

南図書館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 

 

2/28 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8 3/9 3/10  

 金  土  日  月  火  水  木  金  土  日  月 

中央図書館 × ○ ○ × × × × × × × × 

北図書館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

西図書館 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

南図書館 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 

 

3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21  

 火  水  木  金  土  日  月  火  水  木  金 

中央図書館 × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

北図書館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

西図書館 ○ ○ × × × × × × × × ○ 

南図書館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

○印・・・開館日  ×印・・・休館日 

 

各館の連絡先 

中央図書館 ℡(31)0415、北図書館 ℡(53)1232、西図書館 ℡(36)3555、南図書館 ℡(21)3080 

 

 

 

 


